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－
非
述
続
を
問
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

二
つ
は
、
全
国
の
小
学
校
で
日
々
実
践
さ

れ
て
い
る
実
際
の
生
活
科
の
便
業
の
位
置
づ

け
。
新
指
導
要
領
へ

の
移
行
期
二
年
目
。
既

に
生
活
科
の
授
業
実
践
は
、
文
部
省
の
指
定

校
か
ら
全
国
の
小
学
校
へ
と
広
が
り
つ
つ
あ

る
。
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か
。

三
つ
は
、
生
活
科
の
授
業
と
研
究
の
他
教

科
へ
の
影
響
。
生
活
科
は
あ
く
ま
で
一
教
科

の
問
題
な
の
か
。
小
学
校
教
育
全
体
に
か
か

わ
る
も
の
な
の
か
。
そ
の
答
え
は
授
業
の
レ

ベ
ル
で
問
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
ぜ
，
新
教
科
’
な
の
か

生
活
科
は
綬
撲
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト

通
常
、
生
活
科
は
、
教
育
課
程
審
議
会
を

代
表
に
、

二
十
年
以
上
の
検
討
期
間
を
踏
ま

え
て
設
置
し
た
、
と
さ
れ
る
。
教
育
行
政
の

観
点
で
は
連
続
性
が
重
視
さ
れ
る
の
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
私
は
、
授
業
（
研
究
）
の
観

点
か
ら
み
る
限
り
、
生
活
科
は
そ
れ
以
前
の

授
業
と
は
非
辿
続
で
あ
る
と
考
え
る
。

そ
の
理
由
は
次
の
中
野
重
人
の
言
葉
。

「
我
が
国
の
伝
統
的
な
授
業
の
在
り
方
を

改
善
し
、
新
し
い
授
業
を
創
る
ζ

と
を
生
活

科
に
期
待
し
て
い
る
。
生
活
科
が
伝
統
的
な

授
業
観
を
変
革
し
、
授
業
を
変
え
る
乙
と
が

で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。
そ
の
改
善
す
べ

き
授
業
と
は
何
か
。
そ
れ
を
筆
者
な
り
に
端

的
に
い
え
ば
、
『
全
国
ど
乙
で
も
同
じ
と
と

を
、
よ
く
知
っ
て
い
る
教
師
が
知
ら
な
い
子

ど
も
に
教
え
る
の
が
授
業
で
あ
る
』
と
い
う

授
業
観
で
あ
り
、
教
育
観
で
あ
る
」
（
「
社
会

科
教
育
』
尚
制
「
分
か
り
ゃ
す
く
説
得
力
あ

る
谷
川
提
案
」
よ
り
）

現
行
の
指
導
要
領
は
合
科
的
借
導
の
推
進

を
明
記
し
て
い
る
。
だ
が
全
国
の
小
学
校
が

積
極
的
K
試
み
た
で
あ
ろ
う
か
。
中
野
の
生

活
科
へ
の
思
い
は
、
教
育
行
政
上
の
論
理
と

は
別
に
、
授
業
観
花
関
す
る
限
り
非
連
続
と

考
え
る
。
生
活
科
は
、
低
学
年
の
理
科
や
社

会
科
に
代
わ
り
新
名
称
の
教
科
が
既
存
の
数
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科
に
加
わ
っ
た
の
で
は
な
い
。
，
新
じ
い
授

業
’
が
生
ま
れ
た
と
い
う
ζ
と
で
あ
る
。

で
は
連
続
面
は
な
い
の
か
。
．
一
つ
指
摘
し

た
い
。
一
つ
は
初
期
社
会
科
。
「
初
期
社
会

科
は
、
子
ど
も
の
生
活
そ
の
も
の
を
変
え
る

乙
と
、
す
な
わ
ち
、
子
ど
も
の
生
活
や
学
習

を
、
教
師
の
手
か
ら
子
ど
も
の
手
に
取
り
戻

し
、
子
ど
も
自
身
が
、
子
ど
も
の
ぺ
l
ス
で

学
習
や
生
活
を
創
り
だ
す
と
と
を
め
ぎ
し
て

い
た
」
（
「
】U
曲
三
回

』
尚
7
「
学
校
に
活
力
を
も

た
ら
す
生
活
科
を
」
）
と
す
る
日
豊
利
夫
の
視

点
が
代
表
で
あ
ろ
う
。
問
題
は
教
科
の
名
称

で
は
な
く
授
業
の
あ
り
方
。
教
師
と
子
ど
も

の
聞
に
交
換
さ
れ
る
教
育
的
行
為
の
質
。
社

会
科
新
設
時
の
拶
を
生
活
科
に
見
出
す
授
業

者
は
少
な
く
な
い
と
考
え
る
。

一
，新
し
い
授
業
’
が
提
起
す
る
も
の

し
か
し
私
は
も
う

一
つ
指
摘
し
た
い
。
法

則
化
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
述
続
セ
ミ
ナ
ー
等

に
集
っ
た
若
い
教
師
を
代
表
と
す
る
現
場
教

師
の
，
援
業
，
つ
く
り
’
へ
の
運
動
と
情
熱
と

そ
の
授
業
観
で
あ
る
。

授
業
研
究
か
ら
授
業
。つ
く
り
へ

研
究
の
蓄
積
は
既
存
の
枠
組
み
を
精
級
化

す
る
が
、
枠
組
み
自
体
の
変
革
を
困
難
に
す

る
。
そ
れ
を
象
徴
す
る
の
が
生
活
科
批
判
者

の
多
く
が
研
究
者
で
あ
っ
た
ζ
と
。
先
に
パ

ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
と
記
し
た
理
由
で
あ
る
。

だ
が
若
い
教
師
に
と
っ
て
授
業
は
研
究
で
は

な
く
，
つ
く
る
’
対
象
。
，
技
術
’
へ
の
欲

求
は
子
ど
も
と
の
絡
闘
の
結
果
生
ま
れ
た
は

ず
。
子
ど
も
が
見
え
な
い
と
嘆
く
よ
り
、
子

ど
も
を
知
る
P

ヒ
ン
ト
’
を
創
造
す
る
，
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
’
を
選
ん
だ
の
で
は
な

い
か
。
乙
ζ

に
生
活
科
と
同
質
の
授
業
観
が

あ
る
と
私
は
考
え
る
。

ζ

の
よ
う
な
，
授
業

づ
く
り
’
の
土
壌
が
広
範
に
な
け
れ
ば
、
生

活
科
の
新
し
さ
も
、
中
野
の
思
い
も
、
画
餅

に
終
わ
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

で
は
、
生
活
科
の
慢
業
自
体
が
生
み
出
し

た
も
の
は
何
か
。
今
、
全
国
の
実
践
者
の
思

い
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
か
。

教
師
と
教
科
哲
と
教
室
と
時
間
割
で
は

な
く
、
ま
ず
、
子
ど
も
の
生
活
を

生
活
科
の
授
業
は
、
教
師
と
子
ど
も
逮
と

の
出
会
い
か
ら

一
つ
ひ
と
つ
創
造
さ
れ
る
も

の
。
子
ど
も
に
何
を
い
か
に
教
え
る
か
〈
教

材
構
成
〉
で
は
な
く
、
子
ど
も
と
ど
乙
で
何

を
し
よ
う
か
（
活
動
構
成
）
が
課
題
。
他
方
、

初
期
社
会
科
の
目
的
は
、
子
ど
も
を
通
じ
て

の
旧
習
に
襲
わ
れ
た
円
本
社
会
の
改
変
。
学

校
と
教
師
は
あ
く
ま
で
正
し
く
普
な
る
存
在

可
制
剖
d

新
教
育
創
造
へ
の
夢
は
共
通
だ
が
、

両
者
の
授
業
の
意
味
は
異
質
と
考
え
る
。

だ
が
生
活
科
は
土木
だ
実
践
途
上
。
社
会
科

の
よ
う
に
現
実
と
妥
協
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

る
か
。
逆
に
現
実
を
創
造
す
る
授
業
実
践
を

生
み
出
す
か
。
答
え
は
移
行
期
後
。
全
国
の

小
学
校
で
一
斉
に
実
践
さ
れ
る
明
年
か
ら
。

そ
の
意
味
で
冒
頭
に
示
し
た
三
つ
自
の
問
．
過

は
不
確
定
。
勝
負
は
と
れ
か
ら
で
あ
る
。
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戦
後
援
繁
研
究
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
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言
・

教
師
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山
立
を
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業
研
究
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：
j
i
－－：：・
j
i
－－・：－
j

i
－
－
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重
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寮
5
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j
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